
東
京
電
力
福
島
第
１
原
で
行
わ
れ
た
。
弁
護
士
ら

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
で
つ
く
る
「
福
島
の
子
ど

被
災
者
を
支
援
す
る
「
子
も
た
ち
を
守
る
法
律
家
ネ

「
今
が
働
き
か
け
の
時
」

識
雲
樵
福
田
弁
護
士
が
説
明

ど
も
．
被
災
者
支
援
法
」
ツ
ト
ワ
ー
ク
」
副
代
表
の

に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
福
田
健
治
弁
護
士
が
支
援

が
詔
日
、
茨
城
大
水
戸
キ
法
に
つ
い
て
説
明
ｏ
国
は

ヤ
ン
パ
ス
（
水
戸
市
文
京
）
年
内
を
め
ど
に
同
法
の
墓
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と
茨
城
県
の
被
災
者
を
対
一

象
に
行
わ
れ
、
計
約
１
５
’

一
本
方
針
を
策
定
す
る
と
し

一
て
お
り
、
福
田
弁
護
士
は

セ
ミ
ナ
ー
は
、
福
島
県

子
ど
も
へ
の
学
琶
支
援
を

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
た
。

支
援
法
へ
の
要
望
は
、

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
で

つ
く
る
「
原
発
事
故
子
ど

も
・
被
災
者
支
援
法
市
民

会
議
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

含
戴
け
ミ
降
日
貝
冒
片

巴
四
・
甘
口
Ｑ
○
・
８
日
へ
）

で
も
受
け
付
け
て
い
る
。

【
鈴
木
敬
子
】

｜
一
難
蝉
韮
州
雌
軸
副
弧
制

が
働
き
か
け
の
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
」
と
訴
え
た
Ⅱ
写
真
。

同
法
で
は
「
支
援
対
象

地
域
」
を
定
め
た
上
で
▽

同
地
域
に
居
住
▽
同
地
域

外
へ
の
避
難
▽
避
難
者
が

同
地
域
に
帰
還
ｌ
の
い

ず
れ
を
選
択
し
て
も
支
援

を
受
け
ら
れ
る
と
う
た
っ

て
い
る
が
、
対
象
地
域
と

具
体
的
な
支
援
策
は
今
後

の
議
論
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。
福
田
弁
護
士
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
選
択
を
尊
重

し
、
ま
ず
は
政
府
の
継
続
一

的
な
支
援
が
必
要
だ
」
と
一

主
張
し
た
。

０
人
が
参
加
し
た
。
説
明

後
に
参
加
者
同
士
が
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
各

自
の
課
題
や
国
へ
の
要
望

を
話
し
合
っ
た
。
福
島
県

か
ら
本
県
に
避
難
し
て
い

る
人
か
ら
は
「
子
ど
も
の

将
来
を
考
え
、
他
の
地
域

に
移
住
し
た
い
。
就
職
支

援
が
受
け
ら
れ
る
と
い

い
」
「
県
が
変
わ
る
と
学

習
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
る
。

ｌＩ
ｌ








